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５ 将来の準備に関する事項 

（１）主たる介護者（Ｑ12） 

Ｑ12 もし仮に、あなたの身体が虚弱になって、日常生活を送る上で介護を必要とするようになった

場合、主たる介護はどなたにお願いしたいと思いますか。この中から１つだけお答えください。 

 

介護を必要とするようになった場合、主たる介護者は誰にお願いしたいか聞いたところ、「子」と答

えた者の割合が31.4％、「子の配偶者」と答えた者の割合が2.1％、「孫」と答えた者の割合が0.1％、

「兄弟姉妹」と答えた者の割合が4.3％、「ヘルパーなどの介護サービスの人」と答えた者の割合が51.7％

と、過半数が「ヘルパーなどの介護サービスの人」と回答している。 

 

図 12 主たる介護者 
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性別にみると、「子」と答えた者の割合は女性（35.2％）で高くなっている。 

年齢別にみると、「子」と答えた者の割合は、年齢が上がるほど高くなっているのに対し、「ヘルパ

ーなどの介護サービスの人」の割合は、年齢が下がるほど高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、「子」と答えた者の割合は、男女とも死別（男性：43.8％、女性：41.3％）

で高く、「ヘルパーなどの介護サービスの人」と答えた者の割合は、男女とも未婚（男性：67.2％、女

性76.6％）で高くなっている。 

子供の有無でみると、子供のいない者では「兄弟姉妹」（10.8％）、「ヘルパーなどの介護サービス

の人」（72.3％）と答えた者の割合が高くなっている。 

会話の頻度でみると、「子」と答えた者の割合は、会話の頻度が多いほど高く、「ヘルパーなどの介

護サービスの人」と答えた者の割合は、会話の頻度が少ないほど高くなっている。 

毎月の収入でみると、「ヘルパーなどの介護サービスの人」と答えた者の割合は、10～20万円の者（55.4％）

で高くなっている。 

 

表 12 主たる介護者 

 

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 31.4 2.1 0.1 4.3 51.7 1.5 2.0 6.9 

〔 〕

489 23.7 1.2 0.4 6.3 54.0 2.5 3.1 8.8 

991 35.2 2.5 -  3.3 50.6 1.0 1.4 6.0 

〔 〕

347 21.0 0.9 -  7.8 58.8 2.6 2.3 6.6 

388 29.4 1.5 -  4.4 53.9 1.8 1.8 7.2 

353 30.0 2.0 -  3.4 53.3 1.4 1.1 8.8 

392 43.9 3.8 0.5 2.0 41.8 0.3 2.6 5.1 

735 25.4 1.2 -  6.0 56.2 2.2 2.0 6.9 

745 37.3 3.0 0.3 2.7 47.2 0.8 1.9 6.8 

〔 〕

〔 119 -  -  -  12.6 67.2 0.8 5.0 14.3 

160 17.5 1.3 1.3 5.6 56.9 4.4 3.1 10.0 

192 43.8 1.6 -  3.6 44.8 1.6 0.5 4.2 

〔 111 -  -  -  12.6 76.6 2.7 1.8 6.3 

146 33.6 0.7 -  4.8 50.0 2.1 0.7 8.2 

721 41.3 3.3 -  1.7 46.2 0.6 1.4 5.5 

〔 〕

1,108 42.0 2.7 0.2 2.2 44.8 1.3 1.0 6.0 

372 -  0.3 -  10.8 72.3 2.2 4.8 9.7 

〔 〕

818 37.0 2.4 0.1 4.0 46.9 2.1 1.8 5.5 

477 26.8 1.9 -  5.0 56.4 0.4 2.1 7.3 

93 25.8 -  -  6.5 57.0 1.1 1.1 8.6 

91 11.0 2.2 1.1 1.1 64.8 1.1 3.3 15.4 

〔 〕

427 32.6 2.1 0.2 5.6 45.2 0.9 3.3 10.1 

735 30.6 2.0 -  4.5 55.4 1.5 1.2 4.8 

266 32.7 2.6 0.4 2.3 53.0 2.3 1.5 5.3 
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 介護認定状況でみると、あまり差はみられない。 

住宅の種類でみると、「ヘルパーなどの介護サービスの人」と答えた者の割合は賃貸の木造集合住宅

（62.6％）で、「子」と答えた者の割合は持家の一戸建て（35.7％）で、それぞれ高くなっている。 

 

 

表 12 主たる介護者（続き） 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 31.4 2.1 0.1 4.3 51.7 1.5 2.0 6.9 

〔 〕

75 29.3 8.0 -  4.0 50.7 -  1.3 6.7 

95 36.8 3.2 -  1.1 52.6 1.1 3.2 2.1 

1,249 31.0 1.8 0.2 4.8 52.2 1.6 1.8 6.7 

〔 〕

1,061 35.2 2.5 0.2 4.0 49.7 1.1 1.7 5.7 
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（２）介護の場所：要介護度（Ｑ13（１）～（３）） 

Ｑ13 もし仮に、あなたが、次に挙げる（１）～（３）のような、介護や支援が必要な状態になった

場合、どちらの場所で生活したいと思いますか。それぞれの項目について、この中から１つずつ

お答えください。 

（１）日常生活を行う能力がわずかに低下し、何らかの支援が必要な状態 

（２）立ち上がるときや歩行が不安定。排泄や入浴などに一部または全介助が必要な状態 

（３）一人で立ち上がったり歩いたりできない。排泄や入浴などに全介助が必要な状態 

 

要介護度の段階別に、（１）（２）（３）のそれぞれの状態になった場合、どこで生活したいと思うか聞

いた。 

（１）では「現在の自宅」と答えた者の割合が66.6％、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた

者の割合が5.5％、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合が9.5％、「特別養護老人ホーム等

の介護施設」と答えた者の割合が10.3％と、６割以上が「現在の自宅」と回答している。 

（２）では「現在の自宅」と答えた者の割合が27.0％、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた

者の割合が9.0％、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合が20.3％、「特別養護老人ホーム

等の介護施設」と答えた者の割合が29.2％となっている。 

（３）では「現在の自宅」と答えた者の割合が15.5％、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた

者の割合が6.3％、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合が18.4％、「特別養護老人ホーム

等の介護施設」と答えた者の割合が42.6％となっている。 

結果を比較すると、要介護度の段階が進むほど、「特別養護老人ホーム」（10.3％→29.2％→42.6％）

と答えた者の割合が増加し、「現在の自宅」（66.6％→27.0％→15.5％）と答えた者の割合が減少する

一方で、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた者の割合にはあまり差がみられない。 

 

図 13 介護の場所：要介護度 
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（１）、（２）、（３）それぞれについて、属性別にみると、（１）については、 

性別にみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は女性（68.7％）で高くなっている。 

年齢別にみると、あまり差はみられない。 

性・配偶者の有無別にみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は、男性の未婚では53.8％なのに対

し、女性の死別では70.6％と高くなっている。 

子供の有無でみると、子供のいない者では「高齢者向きのケア付き住宅」（12.4％）、「特別養護老

人ホーム等の介護施設」（14.2％）と答えた者の割合が高く、「現在の自宅」と答えた者の割合は子供

のいる者（69.4％）で高くなっている。 

会話の頻度でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は毎日会話をしている者（69.3％）で高くな

っている。 

毎月の収入でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は20万円以上の者（73.3％）で高くなってい

る。 

 

表 13－１ 介護の場所：要介護度（１）日常生活を行う能力がわずかに低下し、 

何らかの支援が必要な状態 

 

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 66.6 5.5 9.5 10.3 8.1 

〔 〕

489 62.4 4.3 11.2 12.3 9.8 

991 68.7 6.1 8.7 9.3 7.3 

〔 〕

347 65.1 5.2 11.0 11.2 7.5 

388 65.7 5.4 11.6 7.5 9.8 

353 67.4 6.2 8.2 11.6 6.5 

392 68.1 5.1 7.4 11.0 8.4 

735 65.4 5.3 11.3 9.3 8.7 

745 67.8 5.6 7.8 11.3 7.5 

〔 〕

〔 119 53.8 3.4 13.4 13.4 16.0 

160 61.9 4.4 9.4 14.4 10.0 

192 67.7 4.7 10.9 10.4 6.3 

〔 111 64.9 4.5 11.7 8.1 10.8 

146 61.6 7.5 12.3 11.6 6.8 

721 70.6 6.0 7.6 9.0 6.8 

〔 〕

1,108 69.4 6.1 8.6 8.9 6.9 

372 58.3 3.5 12.4 14.2 11.6 

〔 〕

818 69.3 6.4 9.2 7.9 7.2 

477 65.8 4.8 9.6 13.0 6.7 

93 55.9 4.3 11.8 14.0 14.0 

91 57.1 2.2 9.9 13.2 17.6 

〔 〕

427 61.8 7.3 8.4 10.8 11.7 

735 67.6 4.6 9.5 11.4 6.8 

266 73.3 5.6 12.0 6.4 2.6 
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 介護認定状況でみると、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は要支援者（17.3％）

で高くなっている。 

住宅の種類でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は持家の一戸建て（71.9％）で、「高齢者向

きのケア付き住宅」と答えた者の割合は賃貸の鉄筋集合住宅（20.4％）で、「特別養護老人ホーム等の

介護施設」と答えた者の割合は賃貸の一戸建て（18.2％）や賃貸の木造集合住宅（17.6％）で、それぞ

れ高くなっている。 

 

表 13－１ 介護の場所：要介護度（１）日常生活を行う能力がわずかに低下し、 

何らかの支援が必要な状態（続き） 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 66.6 5.5 9.5 10.3 8.1 

〔 〕
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95 72.6 4.2 6.3 11.6 5.3 
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（２）について、性別にみると、あまり差はみられない。 

年齢別にみると、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合は65歳～74歳（計）（23.1％）で

高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた者の割合は女性の死別（11.0％）

で高くなっている。 

子供の有無でみると、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は子供のいない者（34.9％）

で、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた者の割合は子供のいる者（11.0％）で、それぞれ高く

なっている。 

会話の頻度でみると「現在の自宅」と答えた者の割合は毎日会話をしている者（30.3％）で、「特別

養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は１週間に１～３回会話をしている者（33.8％）で、

それぞれ高くなっている。 

毎月の収入でみると、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合は収入が多いほど高くなって

いる。 

表 13－２ 介護の場所：要介護度（２）立ち上がるときや歩行が不安定。 

排泄や入浴などに一部または全介助が必要な状態 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 27.0 9.0 20.3 29.2 14.6 

〔 〕

489 24.3 7.4 21.1 30.9 16.4 

991 28.3 9.8 19.9 28.4 13.7 

〔 〕

347 27.4 8.1 21.9 30.3 12.4 

388 23.2 8.5 24.2 29.4 14.7 

353 24.9 8.2 19.5 32.3 15.0 

392 32.1 11.0 15.6 25.3 16.1 

735 25.2 8.3 23.1 29.8 13.6 

745 28.7 9.7 17.4 28.6 15.6 

〔 〕

〔 119 23.5 3.4 21.0 31.1 21.0 

160 20.6 5.6 20.0 35.0 18.8 

192 27.6 10.9 21.4 27.6 12.5 

〔 111 27.9 1.8 23.4 32.4 14.4 

146 28.1 10.3 14.4 29.5 17.8 

721 28.3 11.0 20.7 27.3 12.8 

〔 〕

1,108 28.2 11.0 19.4 27.3 14.1 

372 23.1 3.0 22.8 34.9 16.1 

〔 〕

818 30.3 10.4 20.2 25.3 13.8 

477 23.7 7.3 21.8 33.8 13.4 

93 19.4 8.6 18.3 36.6 17.2 

91 22.0 5.5 15.4 33.0 24.2 

〔 〕

427 23.2 11.9 13.1 29.5 22.2 

735 27.3 8.0 21.8 31.7 11.2 

266 32.7 7.1 28.6 23.7 7.9 
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性・配偶者の有無別

総 数

性 別

男 性

女 性

年 齢

65 ～ 69 歳

70 ～ 74 歳

75 ～ 79 歳

80 歳 以 上

＊ 75歳以 上（ 計）

＊ 65～ 74 歳（ 計）

ほとんど話をしない

男　性〕　未　婚

　　　　　離　別

　　　　　死　別

女　性〕　未　婚

　　　　　死　別

子 供 の 有 無

い る

会 話 の 頻 度

毎 日

１週間に １～ ３回

１か月に １、 ２回

　　　　　離　別

い な い

毎 月 の 収 入

10 万 円 未 満

10 ～ 20 万 円 未 満

20 万 円 以 上
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 介護認定状況でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は要介護者（44.2％）で高く、「高齢者向

きのケア付き住宅」と答えた者の割合は要介護認定を受けていない者（21.5％）で高くなっている。 

 住宅の種類でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は持家の一戸建て（30.3％）で、「高齢者向

きのケア付き住宅」と答えた者の割合は持家の鉄筋集合住宅（27.9％）、賃貸の鉄筋集合住宅（30.1％）

で、それぞれ高くなっている。 

 

 

表 13－２ 介護の場所：要介護度（２）立ち上がるときや歩行が不安定。 

排泄や入浴などに一部または全介助が必要な状態（続き） 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 27.0 9.0 20.3 29.2 14.6 

〔 〕

75 33.3 4.0 14.7 29.3 18.7 

95 44.2 8.4 12.6 25.3 9.5 

1,249 25.7 9.2 21.5 29.8 13.8 

〔 〕

1,061 29.9 8.6 20.9 28.9 11.7 

一 戸 建 て 938 30.3 8.4 19.9 29.6 11.7 

木 造 の 集 合 住宅 12 16.7 16.7 33.3 16.7 16.7 

鉄 筋 の 集 合 住宅 111 27.9 9.0 27.9 24.3 10.8 

279 17.9 9.3 20.8 32.3 19.7 

一 戸 建 て 55 23.6 3.6 10.9 40.0 21.8 

木 造 の 集 合 住宅 131 16.0 9.9 18.3 35.1 20.6 

鉄 筋 の 集 合 住宅 93 17.2 11.8 30.1 23.7 17.2 

136 23.5 11.8 14.0 24.3 26.5 
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（３）について、性別にみると、あまり差はみられない。 

年齢別にみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は80歳以上（20.4％）で高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、あまり差はみられない。 

子供の有無でみると、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は子供のいない者（49.5％）

で高く、子供のいる者では「現在の自宅」（16.9％）、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」（7.4％）

と答えた者の割合が高くなっている。 

会話の頻度でみると、「わからない」と答えた者の割合は、ほとんど会話をしない者（30.8％）で高

くなっている。 

毎月の収入でみると、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合は20万円以上の者（28.2％）

で、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は10～20万円の者（46.1％）で、それぞれ

高くなっている。 

 

表 13－３ 介護の場所：要介護度（３）一人で立ち上がったり歩いたりできない。 

排泄や入浴などに全介助が必要な状態 

 
  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 15.5 6.3 18.4 42.6 17.3 

〔 〕

489 15.1 4.3 19.0 42.7 18.8 

991 15.6 7.3 18.1 42.5 16.5 

〔 〕

347 16.4 5.5 20.5 43.2 14.4 

388 12.4 4.6 19.6 46.4 17.0 

353 12.5 5.7 19.3 45.6 17.0 

392 20.4 9.2 14.5 35.5 20.4 

735 14.3 5.0 20.0 44.9 15.8 

745 16.6 7.5 16.8 40.3 18.8 

〔 〕

〔 119 12.6 4.2 17.6 42.0 23.5 

160 13.1 2.5 20.0 45.0 19.4 

192 17.2 6.3 19.3 40.6 16.7 

〔 111 13.5 2.7 12.6 53.2 18.0 

146 15.1 8.9 14.4 41.8 19.9 

721 16.1 7.8 19.7 40.8 15.7 

〔 〕

1,108 16.9 7.4 18.8 40.3 16.7 

372 11.3 3.0 17.2 49.5 19.1 

〔 〕

818 17.4 6.7 19.1 40.5 16.4 

477 13.4 5.5 18.7 46.3 16.1 

93 11.8 7.5 17.2 46.2 17.2 

91 13.2 5.5 12.1 38.5 30.8 

〔 〕

427 12.2 10.3 11.9 41.5 24.1 

735 16.3 4.8 19.0 46.1 13.7 

266 19.5 4.5 28.2 37.2 10.5 

毎 月 の 収 入

10 万 円 未 満

10 ～ 20 万 円 未 満

20 万 円 以 上

ほとんど話をしない

男　性〕　未　婚

　　　　　離　別

　　　　　死　別

女　性〕　未　婚

　　　　　死　別
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い る

会 話 の 頻 度
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１週間に １～ ３回
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い な い

性・配偶者の有無別

総 数

性 別

男 性

女 性

年 齢

65 ～ 69 歳
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 介護認定状況でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は要介護者（29.5％）で高くなっている。 

 住宅の種類でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は持家の一戸建て（17.0％）で高くなってい

る。 

 

表 13－３ 介護の場所：要介護度（３）一人で立ち上がったり歩いたりできない。 

排泄や入浴などに全介助が必要な状態（続き） 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 15.5 6.3 18.4 42.6 17.3 

〔 〕

75 20.0 6.7 13.3 42.7 17.3 

95 29.5 7.4 14.7 34.7 13.7 

1,249 14.5 6.2 19.1 43.6 16.6 

〔 〕

1,061 17.1 5.7 19.2 43.2 14.8 

一 戸 建 て 938 17.0 5.9 18.4 44.3 14.4 

木 造 の 集 合 住宅 12 8.3 -  33.3 25.0 33.3 

鉄 筋 の 集 合 住宅 111 18.9 5.4 24.3 35.1 16.2 

279 11.1 7.2 17.9 42.7 21.1 

一 戸 建 て 55 18.2 1.8 10.9 45.5 23.6 

木 造 の 集 合 住宅 131 9.2 6.9 16.0 47.3 20.6 

鉄 筋 の 集 合 住宅 93 9.7 10.8 24.7 34.4 20.4 

136 12.5 8.8 13.2 36.8 28.7 
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（３）介護の場所：認知症レベル（Ｑ14（１）、（２）） 

Ｑ14 もし仮に、あなたが、次の（１）、（２）のような、認知症の症状がみられる状態になっ

た場合、どちらの場所で生活したいと思いますか。それぞれの項目について、この中から１

つずつお答えください。 

（１）日常生活に支障をきたす症状や行動が見られるものの、誰かが注意していれば自立できる

状態 

（２）日常生活に支障をきたす症状や行動が見られ、意思疎通も困難で介護が必要な状態 

 

認知症レベル別に、（１）（２）のそれぞれの状態になった場合、どこで生活したいと思うかを聞い

た。 

（１）では「現在の自宅」と答えた者の割合が49.3％、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた

者の割合が6.7％、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合が12.2％、「特別養護老人ホーム

等の介護施設」と答えた者の割合が19.3％となっている。 

（２）では「現在の自宅」と答えた者の割合が12.8％、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた

者の割合が7.4％、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合が19.3％、「特別養護老人ホーム

等の介護施設」と答えた者の割合が42.3％となっている。 

結果を比較すると、認知症レベルが進むほど、「高齢者向きのケア付き住宅」（12.2％→19.3％）、

「特別養護老人ホーム等の介護施設」（19.3％→42.3％）と答えた者の割合が増加し、「現在の自宅」

（49.3％→12.8％）と答えた者の割合が減少する一方で、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた

者の割合にはあまり差がみられない。 

 

 

図 14 介護の場所：認知症レベル 

 

 

現在の自宅 子や孫、兄弟姉妹
など親族の家

高齢者向きの
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人ホーム等
の介護施設

わからない

(1)日常生活に支障をきたす症状や
   行動が見られるものの、誰かが
   注意していれば自立できる状態

(1,480人)

(2)日常生活に支障をきたす症状や
   行動が見られ、意思疎通も困難
   で介護が必要な状態

(1,480人)
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（１）、（２）それぞれについて、属性別にみると、（１）については、 

性別にみると、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた者の割合は女性（8.1％）で高くなって

いる。 

年齢別にみると、あまり差はみられない。 

性・配偶者の有無別にみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は女性の死別（53.0％）で、「子や

孫、兄弟姉妹など親族の家」と答えた者の割合は女性の離別（12.3％）で、それぞれ高くなっている。 

子供の有無でみると、子供のいない者では「特別養護老人ホーム等の介護施設」（27.2％）が高く、

子供のいる者では「現在の自宅」（52.0％）、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」（7.7％）が高くな

っている。 

会話の頻度でみると、「わからない」と答えた者の割合は、ほとんど会話をしない者（28.6％）で高

くなっている。 

毎月の収入でみると、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合は20万円以上の者（19.5％）

で、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は10～20万円の者（21.1％）で、それぞれ

高くなっている。 

 

表 14－１ 介護の場所：認知症レベル 

（１）日常生活に支障をきたす症状や行動が見られるものの、誰かが注意していれば自立できる状態 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 49.3 6.7 12.2 19.3 12.5 

〔 〕

489 47.6 3.9 12.5 22.1 13.9 

991 50.2 8.1 12.1 17.9 11.8 

〔 〕

347 47.6 6.9 13.3 21.0 11.2 

388 46.4 6.7 14.4 18.6 13.9 

353 49.6 7.1 13.6 18.1 11.6 

392 53.6 6.1 7.9 19.4 13.0 

735 46.9 6.8 13.9 19.7 12.7 

745 51.7 6.6 10.6 18.8 12.3 

〔 〕

〔 119 42.9 1.7 11.8 24.4 19.3 

160 44.4 2.5 13.8 23.1 16.3 

192 52.6 6.3 12.0 19.8 9.4 

〔 111 40.5 7.2 14.4 23.4 14.4 

146 43.2 12.3 13.7 16.4 14.4 

721 53.0 7.5 11.4 17.3 10.8 

〔 〕

372 41.4 3.8 14.2 27.2 13.4 

1,108 52.0 7.7 11.6 16.6 12.2 

〔 〕

818 52.2 7.6 13.2 16.3 10.8 

477 48.0 5.7 11.3 23.7 11.3 

93 38.7 5.4 11.8 26.9 17.2 

91 41.8 5.5 8.8 15.4 28.6 

〔 〕

427 47.8 8.4 7.7 17.6 18.5 

735 50.7 5.3 12.5 21.1 10.3 

266 48.1 8.6 19.5 17.7 6.0 
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性 ・ 配 偶 者 の 有 無 別

総 数

性 別

男 性

女 性

年 齢

70 ～ 74 歳

75 ～ 79 歳

80 歳 以 上

＊ 65 ～ 74 歳 （ 計 ）

＊ 75 歳 以 上 （ 計 ）

65 ～ 69 歳

ほ と ん ど 話 を し な い

男　　　性〕　未　　　婚

　　　　　　　離　　　別

　　　　　　　死　　　別

女　　　性〕　未　　　婚

　　　　　　　死　　　別

子 供 の 有 無

い る

会 話 の 頻 度

毎 日

１ 週 間 に １ ～ ３ 回

１ か 月 に １ 、 ２ 回

　　　　　　　離　　　別

い な い

毎 月 の 収 入

10 万 円 未 満

10 ～ 20 万 円 未 満

20 万 円 以 上
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介護認定状況でみると、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答えた者の割合は要支援者（28.0％）

で高くなっている。 

住宅の種類でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は持家の一戸建て（53.5％）で、「高齢者向

けのケア付き住宅」は賃貸の鉄筋集合住宅（19.4％）で、「特別養護老人ホーム等の介護施設」と答え

た者の割合は賃貸の一戸建て（32.7％）で、それぞれ高くなっている。 

 

表 14－１ 介護の場所：認知症レベル 

（１）日常生活に支障をきたす症状や行動が見られるものの、誰かが注意していれば自立できる状態 

（続き） 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 49.3 6.7 12.2 19.3 12.5 

〔 〕

75 50.7 4.0 6.7 28.0 10.7 

95 51.6 3.2 10.5 24.2 10.5 

1,249 49.2 7.2 12.7 18.6 12.2 

〔 〕

1,061 53.9 5.7 12.1 17.8 10.6 

一 戸 建 て 938 53.5 5.2 11.7 18.7 10.9 

木 造 の 集 合 住宅 12 66.7 -  16.7 8.3 8.3 

鉄 筋 の 集 合 住宅 111 55.9 9.9 14.4 11.7 8.1 

279 37.6 9.3 14.0 24.4 14.7 

一 戸 建 て 55 40.0 3.6 9.1 32.7 14.5 

木 造 の 集 合 住宅 131 39.7 9.2 12.2 24.4 14.5 

鉄 筋 の 集 合 住宅 93 33.3 12.9 19.4 19.4 15.1 

136 37.5 9.6 10.3 19.9 22.8 
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（２）について、性別にみると、あまり差はみられない。 

年齢別にみると、80歳以上では「現在の自宅」（18.1％）、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」（10.5％）

と答えた者の割合が高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、「特別養護老人ホーム」と答えた者の割合は女性の未婚（55.9％）で

高くなっている。 

子供の有無でみると、子供のいない者では「特別養護老人ホーム等の介護施設」（50.8％）が高く、

子供のいる者では「現在の自宅」（14.5％）、「子や孫、兄弟姉妹など親族の家」（8.8％）が高くな

っている。 

会話の頻度でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は、毎日会話をする者（14.4％）で高くなっ

ている。 

毎月の収入でみると、「高齢者向きのケア付き住宅」と答えた者の割合は、収入が多いほど高くなっ

ている。 

表 14－２ 介護の場所：認知症レベル 

（２）日常生活に支障をきたす症状や行動が見られ、意思疎通も困難で介護が必要な状態 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 12.8 7.4 19.3 42.3 18.2 

〔 〕

489 12.5 5.5 20.2 41.1 20.7 

991 13.0 8.3 18.8 42.9 17.1 

〔 〕

347 11.5 6.9 22.5 42.9 16.1 

388 10.3 5.4 20.9 45.1 18.3 

353 11.0 6.5 21.0 43.6 17.8 

392 18.1 10.5 13.3 37.8 20.4 

735 10.9 6.1 21.6 44.1 17.3 

745 14.8 8.6 16.9 40.5 19.2 

〔 〕

〔 119 7.6 3.4 21.8 40.3 26.9 

160 10.0 4.4 19.4 43.1 23.1 

192 16.7 7.8 20.3 39.6 15.6 

〔 111 11.7 2.7 14.4 55.9 15.3 

146 12.3 12.3 15.8 39.7 19.9 

721 13.6 8.5 20.0 41.3 16.6 

〔 〕

1,108 14.5 8.8 19.4 39.4 17.8 

372 7.8 3.0 18.8 50.8 19.6 

〔 〕

818 14.4 7.3 20.2 41.3 16.7 

477 9.4 7.8 19.9 45.9 17.0 

93 14.0 7.5 16.1 41.9 20.4 

91 15.4 5.5 11.0 33.0 35.2 

〔 〕

427 11.7 10.3 11.9 40.7 25.3 

735 12.5 6.0 20.5 45.6 15.4 

266 14.7 7.9 28.9 38.0 10.5 
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性・配偶者の有無別

総 数

性 別

男 性

女 性

年 齢

65 ～ 69 歳

70 ～ 74 歳

75 ～ 79 歳

80 歳 以 上

＊ 75歳以 上（ 計）

＊ 65～ 74 歳（ 計）

ほとんど話をしない

男　性〕　未　婚

　　　　　離　別

　　　　　死　別

女　性〕　未　婚

　　　　　死　別

子 供 の 有 無

い る

会 話 の 頻 度

毎 日

１週間に １～ ３回

１か月に １、 ２回

　　　　　離　別

い な い

毎 月 の 収 入

10 万 円 未 満

10 ～ 20 万 円 未 満

20 万 円 以 上
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介護認定状況でみると、「高齢者向けのケア付き住宅」と答えた者の割合は要介護認定を受けていな

い者（20.3％）で高くなっている。 

住宅の種類でみると、「現在の自宅」と答えた者の割合は持家の鉄筋集合住宅（18.9％）で高くなっ

ている。 

 

表 14－２ 介護の場所：認知症レベル 

（２）日常生活に支障をきたす症状や行動が見られ、意思疎通も困難で介護が必要な状態（続き） 

 

 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％

1,480 12.8 7.4 19.3 42.3 18.2 

〔 〕

75 14.7 9.3 14.7 44.0 17.3 

95 17.9 9.5 11.6 45.3 15.8 

1,249 12.2 7.2 20.3 42.5 17.8 

〔 〕

1,061 14.3 7.1 20.4 42.5 15.7 

一 戸 建 て 938 13.8 6.9 19.8 43.5 16.0 

木 造 の 集 合 住宅 12 16.7 8.3 33.3 25.0 16.7 

鉄 筋 の 集 合 住宅 111 18.9 8.1 23.4 36.0 13.5 

279 9.7 6.8 18.3 44.1 21.1 

一 戸 建 て 55 16.4 3.6 10.9 49.1 20.0 

木 造 の 集 合 住宅 131 9.2 6.1 17.6 47.3 19.8 

鉄 筋 の 集 合 住宅 93 6.5 9.7 23.7 36.6 23.7 

136 8.1 11.0 12.5 36.8 31.6 

総 数
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認定を受けていない
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（４）財産管理を委ねる相手（Ｑ15） 

Ｑ15 万一、認知症になるなど、加齢に伴って財産の適正な管理や活用に不安が生じた場合、あ

なたはどのようにしたいと考えますか。この中から１つだけお答えください。 

 

財産管理を委ねる相手について聞いたところ、「自分の財産なのであくまで自分で管理する」と答え

た者の割合が16.4％、「子や他の親族に財産管理をゆだねる」と答えた者の割合が67.0％、「弁護士な

どの信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」と答えた者の割合が6.5％と、６割以上が「子や他の親

族に財産管理をゆだねる」となっている。 

前回の調査と比較すると、「子や他の親族に財産管理をゆだねる」（60.5％→67.0％）、「弁護士な

どの信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」（3.4％→6.5％）と答えた者の割合が増加している。 

 

図 15 財産管理を委ねる相手 

 

 

  

子や他の親族に
財産管理をゆだ
ねる

弁護士などの信頼できる
第三者に財産管理をゆだ
ねる

わからない

平 成 26 年 度 (1,480人)

平 成 14 年 度 (1,941人)

自分の財産なのであく
まで自分で管理する

16.4

17.1

67.0

60.5

6.5

3.4

10.1

19.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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性別にみると、男性では「自分の財産なのであくまで自分で管理する」（21.9％）、「弁護士などの

信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」（9.2％）と答えた者の割合が高くなっている。女性では「子

や他の親族に財産管理をゆだねる」（72.6％）と答えた者の割合が高くなっている。 

年齢別にみると、「弁護士などの信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」と答えた者の割合は65歳

～74歳（計）（8.4％）で高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、「自分の財産なのであくまで自分で管理する」と答えたの割合は男性

の未婚（31.1％）と男性の離別（29.4％）で、「子や他の親族に財産管理をゆだねる」と答えた者の割

合は女性の死別（76.7％）で、「弁護士などの信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」と答えた者の

割合は男女とも未婚（男性の未婚：17.6％、女性の未婚：16.2％）で、それぞれ高くなっている。 

子供の有無でみると、子供のいない者では「自分の財産なのであくまで自分で管理する」（23.9％）、

「弁護士などの信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」（16.7％）が高く、子供のいる者では「子や

他の親族に財産管理をゆだねる」（75.7％）が高くなっている。 

会話の頻度でみると、「自分の財産なのであくまで自分で管理する」と答えた者の割合は、会話の頻

度が少ないほど高くなっているのに対し、「子や他の親族に財産管理をゆだねる」と答えた者の割合は、

会話の頻度が多いほど高くなっている。 

毎月の収入でみると、「弁護士などの信頼できる第三者に財産管理をゆだねる」と答えた者の割合は、

20万円以上の者（10.5％）で高くなっている。 
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表 15 財産管理を委ねる相手 

 

 

  

人 ％ ％ ％ ％

1,480 16.4 67.0 6.5 10.1 

〔 〕

489 21.9 55.6 9.2 13.3 

991 13.7 72.6 5.1 8.6 

〔 〕

347 17.3 62.8 10.1 9.8 

388 18.0 64.7 7.0 10.3 

353 15.6 68.6 4.8 11.0 

392 14.8 71.4 4.3 9.4 

735 17.7 63.8 8.4 10.1 

745 15.2 70.1 4.6 10.2 

〔 〕

〔 119 31.1 31.1 17.6 20.2 

160 29.4 49.4 10.0 11.3 

192 11.5 75.0 2.6 10.9 

〔 111 19.8 49.5 16.2 14.4 

146 12.3 68.5 5.5 13.7 

721 13.3 76.7 3.2 6.8 

〔 〕

1,108 13.9 75.7 3.1 7.3 

372 23.9 40.9 16.7 18.5 

〔 〕

818 14.1 71.3 6.2 8.4 

477 17.2 66.7 5.9 10.3 

93 21.5 54.8 9.7 14.0 

91 28.6 41.8 8.8 20.9 

〔 〕

427 17.8 65.1 2.1 15.0 

735 16.6 67.5 7.3 8.6 

266 13.5 69.9 10.5 6.0 

毎 月 の 収 入

10 万 円 未 満

10 ～ 20 万 円 未 満

20 万 円 以 上

ほとんど話をしない

男　性〕　未　婚

　　　　　離　別

　　　　　死　別

女　性〕　未　婚

　　　　　死　別

子 供 の 有 無

い る

会 話 の 頻 度

毎 日

１週間に １～ ３回

１か月に １、 ２回

　　　　　離　別

い な い

性・配偶者の有無別

総 数

性 別

男 性

年 齢

65 ～ 69 歳

70 ～ 74 歳

75 ～ 79 歳

80 歳 以 上
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介護認定状況でみると、あまり差はみられない。 

住宅の種類でみると、「自分の財産なのであくまで自分で管理する」と答えたの割合は賃貸の一戸建

て（27.3％）、賃貸の木造集合住宅（23.7％）で、「子や他の親族に財産管理をゆだねる」と答えた者

の割合は持家の一戸建て（73.1％）で、それぞれ高くなっている。 

 

表 15 財産管理を委ねる相手（続き） 

 

 

  

人 ％ ％ ％ ％

1,480 16.4 67.0 6.5 10.1 

〔 〕

75 14.7 73.3 5.3 6.7 

95 12.6 70.5 4.2 12.6 

1,249 16.7 67.0 6.7 9.5 

〔 〕

1,061 14.8 72.7 6.1 6.4 

一 戸 建 て 938 14.8 73.1 5.8 6.3 

木 造 の 集 合 住宅 12 8.3 83.3 -  8.3 

鉄 筋 の 集 合 住宅 111 15.3 67.6 9.9 7.2 

279 21.5 48.4 8.2 21.9 

一 戸 建 て 55 27.3 52.7 7.3 12.7 

木 造 の 集 合 住宅 131 23.7 45.8 8.4 22.1 

鉄 筋 の 集 合 住宅 93 15.1 49.5 8.6 26.9 

136 19.1 61.0 5.1 14.7 
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（５）孤独死を身近に感じるか（Ｑ16） 

Ｑ16 あなたは、孤独死（誰にも看取られることなく、亡くなったあとに発見される死）につい

て、身近に感じますか。この中から１つだけお答えください。 

 

孤独死について身近に感じるか聞いたところ、『感じる（計）』とする者の割合が44.5％（「とても

感じる」14.5％と「まあ感じる」30.1％の合計）、『感じない（計）』とする者の割合が52.1％（「あ

まり感じない」30.9％と「まったく感じない」21.1％の合計）となっており、約４割が身近に感じると

の結果となっている。 

 

図 16 孤独死を身近に感じるか 

 

 

  

とても感じる まあ感じる あまり感じない まったく感じない わからない

総 数 (1,480人) 14.5 30.1 30.9 21.1 3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

感じる（計） 44.5 感じない（計） 52.1
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性別にみると、あまり差はみられない。 

年齢別にみると、『感じる(計)』とする者の割合は65～74歳（計）（47.5％）で高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、『感じる（計）』とする者の割合は、男性の離別（54.4％）、女性の

離別（52.7％）、女性の未婚（53.2％）で、それぞれ高くなっている。 

子供の有無でみると、『感じる（計）』とする者の割合は子供のいない者（48.9％）で高くなってい

る。 

会話の頻度でみると、『感じる（計）』とする者の割合は、１週間に１～３回会話をしている者（49.9％）、

１か月に１、２回の者（63.4％）で高くなっている。 

毎月の収入でみると、あまり差はみられない。 

 

表 16 孤独死を身近に感じるか 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 44.5 14.5 30.1 52.1 30.9 21.1 3.4 

〔 〕

489 45.8 16.4 29.4 50.7 27.8 22.9 3.5 

991 43.9 13.5 30.4 52.8 32.5 20.3 3.3 

〔 〕

347 48.7 14.1 34.6 48.7 26.5 22.2 2.6 

388 46.4 15.2 31.2 51.5 32.7 18.8 2.1 

353 45.6 17.6 28.0 51.8 31.4 20.4 2.5 

392 38.0 11.2 26.8 55.9 32.7 23.2 6.1 

735 47.5 14.7 32.8 50.2 29.8 20.4 2.3 

745 41.6 14.2 27.4 54.0 32.1 21.9 4.4 

〔 〕

〔 119 42.9 8.4 34.5 51.3 26.9 24.4 5.9 

160 54.4 25.0 29.4 43.1 20.0 23.1 2.5 

192 42.2 15.1 27.1 56.3 34.9 21.4 1.6 

〔 111 53.2 12.6 40.5 45.9 28.8 17.1 0.9 

146 52.7 19.9 32.9 45.2 29.5 15.8 2.1 

721 40.9 12.3 28.6 55.2 33.4 21.8 3.9 

〔 〕

1,108 43.1 14.2 28.9 53.7 31.5 22.2 3.2 

372 48.9 15.3 33.6 47.3 29.3 18.0 3.8 

〔 〕

818 38.3 11.2 27.0 57.9 32.8 25.2 3.8 

477 49.9 18.2 31.7 47.4 31.0 16.4 2.7 

93 63.4 17.2 46.2 33.3 22.6 10.8 3.2 

91 53.8 20.9 33.0 42.9 23.1 19.8 3.3 

〔 〕

427 45.7 15.7 30.0 51.3 31.6 19.7 3.0 

735 45.0 14.7 30.3 51.2 30.9 20.3 3.8 

266 42.9 12.0 30.8 55.6 30.5 25.2 1.5 

毎 月 の 収 入

10 万 円 未 満

10 ～ 20 万 円 未 満

20 万 円 以 上

ほとんど話をしない

性・配偶者の有無別

　　　　　離　別

　　　　　死　別

女　性〕　未　婚

　　　　　死　別

子 供 の 有 無

い る

会 話 の 頻 度

毎 日

１週間に １～ ３回

１か月に １、 ２回

男　性〕　未　婚

　　　　　離　別

い な い

＊ 75歳以 上（ 計）

総 数

性 別

男 性

女 性

年 齢

65 ～ 69 歳

70 ～ 74 歳

75 ～ 79 歳

80 歳 以 上

＊ 65～ 74 歳（ 計）

ま
っ

た
く
感
じ
な

い

総

数

と

て

も

感

じ

る

ま

あ

感

じ

る

わ

か

ら

な

い

あ

ま

り

感

じ

な

い

感

じ

る

（

計

）

感

じ

な

い

（

計

）



 101 

 住宅の種類でみると、『感じる（計）』とする者の割合は賃貸の木造集合住宅（54.2％）で高くなっ

ている。 

 都市規模でみると、都市規模が大きいほど、『感じる（計）』とする者の割合が高くなっている。 

 

 

表 16 孤独死を身近に感じるか（続き） 

 

 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 44.5 14.5 30.1 52.1 30.9 21.1 3.4 

〔 〕

1,061 42.4 12.7 29.7 54.0 32.0 22.0 3.6 

一 戸 建 て 938 43.1 12.9 30.2 53.4 31.1 22.3 3.5 

木 造 の 集 合 住宅 12 50.0 16.7 33.3 41.7 33.3 8.3 8.3 

鉄 筋 の 集 合 住宅 111 36.0 10.8 25.2 60.4 39.6 20.7 3.6 

279 48.7 17.6 31.2 49.5 28.7 20.8 1.8 

一 戸 建 て 55 38.2 16.4 21.8 56.4 29.1 27.3 5.5 

木 造 の 集 合 住宅 131 54.2 19.1 35.1 44.3 29.0 15.3 1.5 

鉄 筋 の 集 合 住宅 93 47.3 16.1 31.2 52.7 28.0 24.7 -  

136 51.5 21.3 30.1 43.4 27.9 15.4 5.1 

〔 〕

458 46.7 18.1 28.6 51.5 30.8 20.7 1.7 

571 45.0 13.1 31.9 51.0 29.8 21.2 4.0 
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135 37.0 8.9 28.1 59.3 40.7 18.5 3.7 
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（６）終末期医療・葬儀・お墓についての考え（Ｑ17（１）～（３）） 

Ｑ17 今後あなたに起こるかもしれない（１）～（３）の準備や方法について、どの程度考えて

いますか。それぞれの項目について、この中から１つずつお答えください。 

（１）終末期医療について 

（２）葬儀について 

（３）お墓について 

 

（１）終末期医療（２）葬儀（３）お墓の準備や方法について、どの程度考えているかを聞いた。 

（１）終末期医療については『考えている（計）』とする者の割合が53.4％（「具体的に考えている」

16.6％と「少しは考えている」36.9％の合計）、『考えていない（計）』とする者の割合が41.8％（「あ

まり考えていない」22.8％と「全く考えていない」19.0％の合計）となっている。 

（２）葬儀については『考えている（計）』とする者の割合が61.2％（「具体的に考えている」28.6％

と「少しは考えている」32.6％の合計）、『考えていない（計）』とする者の割合が35.6％（「あまり

考えていない」19.4％と「全く考えていない」16.2％の合計）となっている。 

（３）お墓については『考えている』とする者の割合が60.8％（「具体的に考えている」42.1％と「少

しは考えている」18.7％の合計）、『考えていない（計）』とする者の割合が36.6％（「あまり考えて

いない」14.3％と「全く考えていない」22.2％の合計）となっている。 

結果を比較すると、（１）終末期医療、（２）葬儀、（３）お墓それぞれについて、約４割が『考え

ていない』とする結果となっている。 

（図17） 

 

図 17 終末期医療・葬儀・お墓について 
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（１）終末期医療について、性別にみると、『考えていない（計）』とする者の割合は男性で53.6％

と高くなっている。 

年齢別にみると、あまり差はみられない。 

性・配偶者の有無別にみると、男性では『考えていない（計）』とする者の割合は未婚（61.3％）、

離別（51.3％）、死別（52.1％）のいずれも高く、女性では『考えている（計）』とする者の割合は、

離別（64.4％）、死別（57.7％）で高くなっている。 

子供の有無でみると、『考えている（計）』とする者の割合は子供のいる者（55.1％）で高くなって

いる。 

会話の頻度でみると、『考えていない（計）』とする者の割合はほとんど話をしない者（51.6％）で

高くなっている。 

毎月の収入でみると、あまり差はみられない。 

都市規模別でみると、『考えていない（計）』とする者の割合は町村（51.9％）で高くなっている。 

 

表 17－１ （１）終末期医療について 

 

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 53.4 16.6 36.9 41.8 22.8 19.0 4.8 

〔 〕

489 42.5 11.5 31.1 53.6 27.4 26.2 3.9 

991 58.8 19.1 39.8 35.9 20.5 15.4 5.2 

〔 〕

347 53.6 15.9 37.8 44.7 23.9 20.7 1.7 

388 53.6 14.9 38.7 41.2 23.2 18.0 5.2 

353 55.0 19.0 36.0 40.2 22.7 17.6 4.8 

392 51.8 16.6 35.2 41.1 21.4 19.6 7.1 

735 53.6 15.4 38.2 42.9 23.5 19.3 3.5 

745 53.3 17.7 35.6 40.7 22.0 18.7 6.0 

〔 〕

〔 119 31.9 5.9 26.1 61.3 31.1 30.3 6.7 

160 45.0 13.1 31.9 51.3 24.4 26.9 3.8 

192 45.8 13.0 32.8 52.1 28.6 23.4 2.1 

〔 111 58.6 21.6 36.9 32.4 23.4 9.0 9.0 

146 64.4 19.2 45.2 30.1 15.8 14.4 5.5 

721 57.7 18.6 39.1 37.6 20.9 16.6 4.7 

〔 〕

1,108 55.1 17.4 37.7 40.7 22.3 18.4 4.2 

372 48.4 14.0 34.4 44.9 24.2 20.7 6.7 

〔 〕

818 54.0 17.5 36.6 41.4 23.6 17.8 4.5 

477 56.2 16.8 39.4 39.6 21.8 17.8 4.2 

93 46.2 12.9 33.3 45.2 22.6 22.6 8.6 

91 41.8 11.0 30.8 51.6 20.9 30.8 6.6 

〔 〕

427 51.3 17.1 34.2 41.2 24.8 16.4 7.5 

735 55.0 16.2 38.8 41.6 21.8 19.9 3.4 

266 54.5 16.9 37.6 42.5 22.2 20.3 3.0 

〔 〕

458 52.0 16.2 35.8 41.5 21.0 20.5 6.6 

571 56.7 17.5 39.2 40.3 21.7 18.6 3.0 

316 53.8 17.1 36.7 40.5 23.1 17.4 5.7 

135 43.7 12.6 31.1 51.9 32.6 19.3 4.4 
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（２）葬儀について、性別にみると、『考えていない(計)』とする者の割合は男性（47.0％）で高く

なっている。 

年齢別にみると、『考えている（計）』とする者の割合は75～79歳（66.9％）で高くなっている。 

性・配偶者の有無別にみると、『考えていない（計）』とする者の割合は、男性の未婚（57.1％）、

離別（46.9％）で高くなっている。『考えている（計）』とする者の割合は、女性の未婚（76.6％）、

死別（65.9％）で高くなっている。 

子供の有無でみると、あまり差はみられない。 

会話の頻度でみると、『考えていない（計）』とする者の割合は、ほとんど話をしない者（56.0％）

で高くなっている。 

毎月の収入でみると、あまり差はみられない。 

都市規模別でみると、『考えていない（計）』とする者の割合は町村（51.1％）で高くなっている。 

 

 

図 17－２ （２）葬儀について 

  

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 61.2 28.6 32.6 35.6 19.4 16.2 3.2 

〔 〕

489 49.5 20.4 29.0 47.0 24.9 22.1 3.5 

991 67.0 32.7 34.3 30.0 16.6 13.3 3.0 

〔 〕

347 61.1 27.4 33.7 37.8 19.0 18.7 1.2 

388 60.6 25.8 34.8 35.6 23.7 11.9 3.9 

353 66.9 31.7 35.1 30.0 16.4 13.6 3.1 

392 56.9 29.8 27.0 38.8 18.1 20.7 4.3 

735 60.8 26.5 34.3 36.6 21.5 15.1 2.6 

745 61.6 30.7 30.9 34.6 17.3 17.3 3.8 

〔 〕

〔 119 35.3 10.9 24.4 57.1 26.9 30.3 7.6 

160 50.0 20.0 30.0 46.9 25.6 21.3 3.1 

192 56.8 26.0 30.7 42.2 23.4 18.8 1.0 

〔 111 76.6 42.3 34.2 19.8 13.5 6.3 3.6 

146 65.8 30.8 34.9 28.1 15.8 12.3 6.2 

721 65.9 31.3 34.5 31.8 17.1 14.7 2.4 

〔 〕

1,108 62.3 29.5 32.8 35.3 19.5 15.8 2.4 

372 58.1 26.1 32.0 36.6 19.1 17.5 5.4 

〔 〕

818 62.1 30.3 31.8 35.1 20.3 14.8 2.8 

477 63.9 29.6 34.4 33.1 18.4 14.7 2.9 

93 60.2 20.4 39.8 33.3 14.0 19.4 6.5 

91 39.6 16.5 23.1 56.0 22.0 34.1 4.4 

〔 〕

427 58.5 27.9 30.7 36.5 21.1 15.5 4.9 

735 63.4 29.1 34.3 34.6 18.9 15.6 2.0 

266 62.8 30.8 32.0 35.0 18.0 16.9 2.3 

〔 〕

458 62.2 29.5 32.8 33.6 17.0 16.6 4.1 
571 65.0 30.3 34.7 32.6 17.7 14.9 2.5 
316 59.8 30.1 29.7 37.3 19.9 17.4 2.8 
135 45.2 15.6 29.6 51.1 33.3 17.8 3.7 
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（３）お墓について、性別にみると、『考えていない（計）』とする者の割合は男性（43.4％）で高

くなっている。 

年齢別にみると、あまり差はみられない。 

性・配偶者の有無別にみると、『考えている（計）』とする者の割合は女性の未婚で74.8％と高くな

っている一方で、『考えていない（計）』とする者の割合は、男性の未婚で53.8％と高くなっている。 

子供の有無でみると、あまり差はみられない。 

会話の頻度でみると、あまり差はみられない。 

毎月の収入でみると、『考えている（計）』とする者の割合は20万円以上の者（67.7％）で、『考え

ていない（計）』とする者の割合は、10万円未満の者（41.0％）で、それぞれ高くなっている。 

都市規模別でみると、『考えていない（計）』とする者の割合は町村（51.1％）で高くなっている。 

 

図 17－３ （３）お墓について 

 

人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

1,480 60.8 42.1 18.7 36.6 14.3 22.2 2.6 

〔 〕

489 54.0 34.6 19.4 43.4 18.4 24.9 2.7 

991 64.2 45.8 18.4 33.2 12.3 20.9 2.6 

〔 〕

347 64.3 40.6 23.6 34.6 11.2 23.3 1.2 

388 60.8 41.5 19.3 35.1 16.5 18.6 4.1 

353 60.1 42.5 17.6 37.7 15.3 22.4 2.3 

392 58.4 43.6 14.8 38.8 14.0 24.7 2.8 

735 62.4 41.1 21.4 34.8 14.0 20.8 2.7 

745 59.2 43.1 16.1 38.3 14.6 23.6 2.6 

〔 〕

〔 119 39.5 21.0 18.5 53.8 20.2 33.6 6.7 

160 57.5 32.5 25.0 40.0 18.1 21.9 2.5 

192 59.4 43.2 16.1 40.1 18.2 21.9 0.5 

〔 111 74.8 51.4 23.4 22.5 10.8 11.7 2.7 

146 65.8 41.1 24.7 28.8 11.6 17.1 5.5 

721 62.1 45.8 16.4 35.8 12.6 23.2 2.1 

〔 〕

1,108 61.1 43.8 17.3 37.0 13.7 23.3 1.9 

372 59.9 37.1 22.8 35.2 16.1 19.1 4.8 

〔 〕

818 61.6 44.5 17.1 36.1 14.2 21.9 2.3 

477 62.5 43.2 19.3 35.2 14.9 20.3 2.3 

93 55.9 31.2 24.7 39.8 11.8 28.0 4.3 

91 49.5 25.3 24.2 45.1 15.4 29.7 5.5 

〔 〕

427 55.5 38.6 16.9 41.0 18.5 22.5 3.5 

735 62.0 43.1 18.9 36.1 12.8 23.3 1.9 

266 67.7 46.6 21.1 30.5 12.4 18.0 1.9 

〔 〕

458 63.1 45.0 18.1 33.6 11.4 22.3 3.3 
571 64.6 45.9 18.7 33.5 14.7 18.7 1.9 
316 57.6 39.6 18.0 40.2 10.8 29.4 2.2 
135 44.4 22.2 22.2 51.1 31.1 20.0 4.4 
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